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第４４回子どもの市展作品募集要項 

１ 対  象   秦野市内在住または在学の小・中学生 

２ 募集部門   書道の部、美術の部、写真の部 

          ※ 各部門１名 1 点までです。（写真の部は２点まで） 

          ※ 団体（学校）出品では、書道ともに出品数の制限はあり ませ

ん。団体（学校）出品する場合は、代表者が出品する旨を子ど

もや保護者に伝えるとともに、他の団体や個人での出品と重複

していないかご確認ください。 

３ 出品の仕方 

(1) 書道の部 

・ 半紙に縦書きで書いてください。 

・ 学年と氏名を必ず書いてください。 

記入例のように、学年が分かるように書いてください。 

ただし、学校名は書かないでください。 

・ 硬筆作品は受け付けません。表具もしないでください。 

・ 書道の部は、自由題字とします。なお、報徳思想にまつわる題字でも応募できま

す。自由題字、報徳思想にまつわる題字のいずれによる作品でも応募可能です

が、出品は1点までです。 

報徳思想にまつわる題字 

ア 小学１・２年生 「とく」、「しせい」、「ほうとく」 

イ 小学３・４年生 「勤労」、「分度」、「倹約」 

ウ 小学５・６年生 「報徳」、「推譲」、「至誠」 

エ 中学生     「報徳思想」、「積小為大」、「一円融合」 
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報徳思想とは 

「報徳」は、二宮尊徳が広めた考え方で、「自分だけでなく、社会やみんなのためにがんばれば、いず

れ自分に返ってきますよ」というものです。全てのものには、それぞれに良いところがあります。これ

を「徳」と呼びました。全てのものの「徳＝良いところ」を認めて報いる（ありがたいと感じて恩返し

をする）気持ちを持つことが「報徳」です。 

題字の解説 

積小為大(せきしょういだい)：小さな努力や工夫の積み重ねが大きな収穫や発展につながること。 

一円融合(いちえんゆうごう)：物事は、一つの円の中で、互いに働き合い一体となることで、初めて成果が表れるという考え方。 

推譲（すいじょう）：勤労・分度により、生じた余剰・余力の一部を子孫や社会のために譲ること。 

至誠（しせい）：まごころを尽くすこと。 

勤労（きんろう）：物事をよく観察・認識し、社会に役立つ成果を考えながら働くこと。 

分度（ぶんど）：自分の生活や立場、状況に合った生活をすること。 

倹約（けんやく）：むだをはぶいて、出費をできるだけ少なくすること。 

 

 

にのみやそんとくん 
（全国報徳サミット秦野市大会

マスコットキャラクター）  
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(2) 美術の部 

・ 水彩画・クレヨン画・版画の中から応募してください。 

・ サイズは B4・B3・八つ切・四つ切のいずれかです。 

・ 作品の題は自由です。 

・ 50㎝×60㎝の白い台紙に貼ってください。白い台紙であれば何でも大丈夫で  

すが、厚手のものが好ましいです。カレンダー、ポスター等の貼り合わせも可。 

・ 白い台紙の裏面に、学年と氏名を必ず書いてください。 

また、作品の上下が分かるようにするため、 

「上」と「下」を記入してください。 

(3) 写真の部 

・ カラー、白黒どちらでも出品できます。 

・ サイズはＡ４から四つ切（254×305 ㎜。ワイド四つ切 

254×366 ㎜も可）までの間です。 

・ 作品の題は自由です。 

・ 35㎝×35㎝【ワイド四つ切は39㎝×39㎝】の白い台紙に貼ってください。 

・ 台紙1枚につき1枚の写真を貼ってください。 

・ 白い台紙の裏面に、学年と氏名を必ず書いてください。 

また、作品の上下が分かるようにするため、「上」と「下」を記入してください。 

４ 作品の出品受付 

(1) 日  時  ９月４日（金）～５日（土）  

午前９時３０分から１１時3０分まで、午後１時３０分から４時まで 

（５日は午後３時まで） 

(2) 場  所  クアーズテック秦野カルチャーホール１階 第１会議室 

 

個人出品の場合 

事前にパソコンまたはスマートフォンから電子申請で部門ごとに出品票を提出して  

ください。スマートフォンの場合下記の QR コードから電子申請ください。パソコンの

場合は市 HP から電子申請の画面にアクセスしてください。 

（https://www.city.hadano.kanagawa.jp/soshiki/4/1032/3/3/13772.html） 

【下記の QR コードを読み取って出品票を提出してください。※受付は８月１日から】 

書道の部 美術の部 写真の部 

   

 

上 

 

 

 

 

 

下 

(白い台紙の裏面) 

小３ 秦野 太郎 

(美術・写真記入例) 
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団体（学校）出品の場合 

事前に出品票に必要事項を記入のうえ、作品と一緒に ２部（コピー可）提出してく 

ださい。出品票（団体）（学校））は、文化振興課（市役所教育庁舎１階）、各公民館、 

宮永岳彦記念美術館及び市ホームページにあります。 

５ 作品の展示 

(1) 展示期間   １０月１日（木）～１０月４日（日） 

午前９時３０分から午後５時まで（４日は午後4時まで） 

(2) 場  所   クアーズテック秦野カルチャーホール１階 展示室 

※ 原則、出品作品の全てを展示します。 

 

６ 賞について 

部門ごとに、特選、秀作などがあります。美術の部には宮永岳彦賞があります。 

 

（美術の部）宮永岳彦賞について 

 宮永岳彦は「光と影の華麗なる世界」と称される美人画で知られます。昭和 21年か

ら15年間、秦野市名古木のアトリエで創作活動を行い、油絵、ポスター、子どもの雑

誌の装丁などの多彩な作品を残し、『ぺんてるくれよん』のパッケージイラストや『小

田急初代特急ロマンスカー（3000 形 SE 車）』の内外装のデザインも手掛けました。

美術の部では秦野市にゆかりのある画家宮永岳彦にちなんだ賞として宮永岳彦賞があ

ります。 

 

   

  

  

  

 

  

  

              

                   

 

 

   

  

  

    

  

宮永岳彦は春の「丹沢まつり」、 

秋の「たばこ祭」のポスターやカル

チャーパークの噴水のデザインもし

ました。市内の幼稚園や小・中学校

に寄贈した絵画や壁画レリーフは、

今でも親しまれています。 

 

【東小学校のレリーフ】 【カルチャーパークの「健康の泉」】 

 「小田急「新型特急ロマンスカー」ポスター 「ぺんてるくれよん12色セット」パッケージ 
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７ 作品の返却 

(1) 返却場所  出品された作品は、次の方法で返却します。 

 

区 分 返却場所 

個人出品 市内小・中学校に在学の方 各小・中学校を通して返却します。 

市外の学校に在学の方 市内の各公民館または文化振興課で返却し

ます。 
※ 電子申請の際に返却希望場所を書いてくだ

さい。 

団体(学校) 

出品 

市内小・中学校 各小・中学校を通して返却します。 

市内絵画教室・書道教室等 市内の各公民館または文化振興課で返却

をします。 
※ 出品票に返却希望場所を書いてください。 

(2) 市内公民館及び文化振興課での返却期間  

1１月６日(金)～１１月26日(木) 午前９時から午後５時まで 

 【返却期間中の公民館休館日】 

 ・１１月９日（月）  東・鶴巻・渋沢・上・南が丘・堀川公民館 

 ・11月１６日(月)  西・南・北・本町・おおね公民館 

※ 文化振興課は土・日、祝日は休みのため返却できませんのでご注意ください。 

 

８ その他 

(1) 展示期間中は、作品の返却はしません。 

(2) 展示会場にて、「出品者名簿」(氏名、学校記載)を配布します。 

(3) 各賞受賞者には、ホームページ等でお知らせします。団体（学校）出品の場合は、 

団体（学校）宛に通知します。 

(4) 「作品の出品受付」、「作品の展示」、「作品の返却」については、全ての部で共通 

です。 

(5)  団体（学校）出品の場合は出品票のコピーを、個人出品の場合は出品票の預り 

証を、作品が返却されるまで必ず保管してください。   

(6) 返却期間を過ぎた作品は、責任を負いません。 

(7) 重複して出品があった場合は、最初に受付した作品を出品作とみなします。 

(8) 作品のサイズが異なった場合、受賞の審査対象外になる場合があります。 

 

 

 

 

 

問い合わせ    秦野市桜町1-3-2 市役所教育庁舎１階 文化振興課   

電話 0463（8６）6309（直通） FAX0463（86）6563 


